１２　漁村センターの設置

　明るく住み良い村づくりを目指して、基幹産業である農漁業を中心に、次々と大型建設事業を進めていた本村は、漁業活動と地区公民館活動推進の総合拠点となる漁村センターを昭和57年4月に完成させた。

　200カイリ時代に入り、沿岸漁業が見直されるようになり、沿岸漁業に依存して来た泊村は、磯漁場の開発や漁港改修事業、並型魚礁の設置事業など生産の基盤を整備する一方、漁家の生活改善などにも積極的に取り組み、新しい時代に対応出来る漁業の振興を図っている。しかし、泊地区は、県中部における沿岸漁業の基地として重視されている泊港を持ちながら、漁業従事者の厚生施設や地区住民が自由に利用出来る施設が無く、不便な状態が続いていた。

　そこで、漁業従事者と地区住民の生活の安定、福祉の向上を目指して、漁業活動を地域ぐるみで推進して行くための拠点として建設されたのが、漁村センターである。

　この建物は、泊公民館と村消防車庫の跡地に、昭和56年8月に着工され、翌57年4月に完成した。鉄筋コンクリート3階建、延面積603平方メートルのもので総事業費は、8,465万円である。
　1階には事務室、教養室、調理実習室、2階には約100人収容のステージ付大会議室などが整備されている。

　また、この漁村センターは、漁業活動だけでなく、公民活動や冠婚葬祭にも利用出来るようになっており、多目的に活用されている。

　これより先、46年には漁協横に、4階建12戸入居できる漁民アパート1棟が完成した。
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